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成人先天性心疾患に合併した心房細動に対するメイズ手術の成績
○小出 昌秋1, 渡邊 一正1, 神崎 智仁1, 植田 ちひろ1, 岡本 卓也1, 古田 晃久1, 森 善樹2, 中嶌 八隅2, 金子 幸栄2, 井上
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【背景】成人先天性心疾患に心房細動(AF)を合併するケースが少なくない。 AFは放置すれば脳梗塞のリスクとな
るため、可能であれば積極的に治療することが望ましく、当院では以前より積極的にメイズ手術を行ってい
る。【目的】当院におけるメイズ手術の成績について報告する。【対象と方法】2000年1月~2014年12月に経験
した成人先天性心疾患手術88例（平均年齢40.5±17.2歳）を対象とし後方視的に検討。メイズ手術は Cox Maze
IIIに準じて Cryoと RFにて行った。【結果】88例中21例（23.9%）に術前 AF（慢性または発作性）を合併して
おり、 AF合併例の平均年齢は55.7±15.6歳で AF非合併例の35.7±14.8歳と比較して有意に高齢であった。 AFは
慢性12例、発作性9例であった。 AF合併例の心内病変は ASD 6例、 ASD+TR± MR4例、 VSD1例、術後残存
ASD1例、 AVSD術後 MR3例、 VSD術後 TR1例、 TOF術後 PR± MR2例、 PPA術後1例、 MR1例。全例で右房拡
大を認め、左房径も43.9±10.5mmと拡大傾向がみられた。21例中初期の2例と Atrial Standstillであった1例を
除く18例に対してメイズ手術を行った。手術死亡なし。メイズ術後観察期間平均36.0ヶ月
（1～101ヶ月）で、1例で術直後から ATが持続して術後5ヶ月でカテーテルアブレーションを行い洞調律に復
帰。1例で術直後洞不全あり AAI PM植込み施行。1例で術後7年目に心房粗動となりカテーテルアブレーションを
計画中。残りの15例では洞調律を維持しており発作性 AFの出現もなかった。 AF症例でメイズ手術を行わな
かった3例のうち1例が術後遠隔期に脳梗塞を発症し死亡した。【考察】成人先天性心疾患手術症例の約1/4に
AFを合併しており、メイズ手術を行った全例で AFは消失した。術後上室性不整脈に対してはカテーテルアブ
レーションやペースメーカーで対処することが有効であった。 AFを合併した成人先天性心疾患症例に対するメイ
ズ手術の成績は良好であり、積極的に行うべきであると考えられた。


